
み
や
ま
ち

富
山
・宮
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
市
宮
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
二
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
｛昌
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
古
川
知
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―

一
七
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

宮
町
遺
跡
は
、
富
山
市
街
地
の
北
東
約
五
臨
、
常
願
寺
川
左
岸
下
流
に
位
置

す
る
。
遺
跡
の
東
側
は
河
川
の
旧
流
路
と
推
定
さ
れ
、
遺
跡
は
こ
れ
に
沿
っ
て

形
成
さ
れ
た
自
然
堤
防
上
に
立

地
す
る
。

調
査
は
住
宅
団
地
造
成
に
伴

う
も
の
で
、　
一
九
九
四
年
か
ら

行
な

っ
て
い
る
。
こ
の
二
ヵ
年

の
調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
後

潮

期
、
平
安
時
代

（九
ｔ

一
〇
世

魚

紀
）、
鎌
倉
―
室
町
時
代

（
三
二

１

一
五
世
紀
）
に
大
規
模
な
集

落
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

平
安
時
代
の
遺
構
と
し
て
は
二
地
区
に
掘
立
柱
建
物
群
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
、

墨
書
土
器

「右
」
「西
」
、
石
製
鉾
帯
、
緑
釉
陶
器
な
ど
の
出
土
か
ら
、
官
行
あ

る
い
は
荘
園
に
関
わ
る
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
段
階
の
集
落
は
、
帯
状
に
長
い
自
然
堤
防
の
地
形
を
利
用
し
て
、
幅
八

〇
ｍ
長
さ
二
〇
〇
ｍ
以
上
の
長
方
形
の
地
割
を
造
っ
て
お
り
、
こ
の
中
を
溝
に

よ
っ
て
大
小
の
短
冊
形
に
区
画
し
て
い
る
。
区
画
内
の
敷
地
に
は
、
掘
立
柱
建

物

・
井
戸

。
塀

・
水
溜
め
な
ど
が
あ
り
、
仕
切
り
の
た
め
の
浅
い
溝
も
み
ら
れ

ＺＯ
。木

簡
は
、
室
町
時
代
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
三
か
ら
出
上
し
た
。
井
戸
は
素
掘
り
型

式
の
二
段
掘
り
で
、
上
半
が
方
形
、
下
半
が
円
形
と
な
る
。
木
簡
の
出
上
位
置

は
井
戸
の
ほ
ぼ
基
底
部
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
口
　
□

た

は
□

。
「　　　　　　一一一　うノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ］μ）〉〈（卜牌）×
∞　　〇∞Ｐ

長
方
形
の
板
材
で
、
下
端
と

一
側
面
を
欠
く
。

表
面
右
列
二
字
日
は
妙
ま
た
は
抄
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
一
文
字
の
み
天

地
逆
と
な
っ
て
い
る
。
習
書
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
。
　

　

　

（古
川
知
明
）

カ
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し

ゃ

富
山
・
五
社
遺
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

富
山
県
小
矢
都
市
五
社

Ａ
地
区

　
一
九
九
二
年
七
月
―

一
九
九
二
年
三
月

Ｃ
ｌ
地
区
　
一
九
九
二
年
九
月
―

一
一
月

⑪
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

河
西
健
二

・
横
山
和
美

・
中
川
道
子

。
越
前
慎
子

・
三
島

道
子

・
柴
口
真
澄

（Ａ
地
区
）、
池
野
正
男

・
谷
杉
廷
子

（Ｃ
ｌ
地
区
）

集
落
跡

五
世
紀
後
半
―

一
四
世
紀
７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

五
社
遺
跡
は
、
小
矢
部
川
と

庄
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
砺

波
平
野
の
扇
央
都
西
端
に
位
置

し
、
小
矢
部
川
と
岸
渡
川
に
挟

ま
れ
た
自
然
堤
防
に
立
地
す
る
。

一
帯
は

『和
名
抄
』
に
み
ら
れ

る
栃
波
郡

一
三
郷
中
の

「長
岡

(石 動 )




